
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
を
指
数
化
し
、 

景
況
感
を
時
系
列
に
把
握

　

今
夏
の
初
め
、
冷
や
し
中
華
の
特

集
を
テ
レ
ビ
で
み
た
が
、
登
場
し
た

「
冷
や
し
中
華
マ
ニ
ア
」
に
よ
る
と
、

「（
冷
や
し
中
華
に
は
）
店
に
よ
っ

て
お
い
し
い
・
マ
ズ
い
の
差
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
地
域
性
も
な
い
」
と
い

う
。
確
か
に
筆
者
も
、
感
動
す
る
ほ

ど
お
い
し
い
冷
や
し
中
華
に
出
く
わ

し
た
体
験
も
な
け
れ
ば
、
冷
や
し
中

華
に
関
す
る
地
元
ト
ー
ク
を
し
た
記

憶
も
な
い
。
し
か
し
、
冷
や
し
中
華

と
異
な
り
、
世
の
中
の
ほ
と
ん
ど
の

も
の
に
多
か
れ
少
な
か
れ
地
域
性
は

あ
る
も
の
だ
。
経
済
状
況
も
例
外
で

は
な
い
。
日
本
経
済
は
首
都
圏
を
中

心
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
地

域
に
よ
っ
て
経
済
状
況
は
千
差
万
別

で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
デ
ー
タ
の
制
約
や
分

析
レ
ポ
ー
ト
等
の
少
な
さ
か
ら
、
全

国
と
比
べ
て
地
域
別
の
経
済
状
況
は

把
握
し
に
く
い
傾
向
に
あ
る
。
代
表

的
な
地
域
別
の
経
済
統
計
で
あ
る

「
県
民
経
済
計
算
」
は
、
総
合
的
な

経
済
状
況
の
把
握
に
は
ふ
さ
わ
し
い

が
、
デ
ー
タ
が
年
度
単
位
で
公
表
タ

イ
ミ
ン
グ
も
遅
い
た
め
、
景
気
の

現
状
を
把
握
す
る
の
に
は
利
用
し
に

く
い
。
ま
た
、
内
閣
府
が
公
表
す
る

「
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
」
は
、

地
域
別
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
業
種
の
偏
り
が
あ
る
う
え

に
、
象
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
影
響
を

受
け
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
２
０
１
６
年
の
英
国
国

民
投
票
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
決
定
や

ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
大
統
領
選
勝
利
の

際
に
、
同
調
査
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は

大
き
く
低
下
し
た
が
、
調
査
時
点
に

お
い
て
実
体
経
済
へ
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
を
ふ
ま
え
、
地
域

の
景
況
感
を
把
握
す
る
新
た
な
ツ
ー

ル
と
し
て
、
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
で

は
、
今
年
７
月
か
ら
「
大
和
地
域
Ａ

Ｉ
（
地
域
愛
）
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の

公
表
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
最
先
端

の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
技
術
を
活
用

し
て
、
地
域
別
の
景
況
感
を
示
し
た

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
活
用
す
る
と
、
地
域
別
の
景
況
感

を
時
系
列
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
北
海
道
や
九
州
・
沖
縄
の
景
況
感
は
公
共
投
資
と
連
動

す
る
傾
向
が
あ
り
、
公
共
投
資
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
東
海
は
全
国

的
な
景
況
感
と
異
な
る
動
き
が
み
ら
れ
、自
動
車
産
業
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
要
素
が
大
き
い
。対

照
的
に
、
四
国
は
景
況
感
の
ブ
レ
が
少
な
く
、
海
外
経
済
に
よ
る
影
響
が
限
定
的
で
あ
る
。
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指
数
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本

銀
行
「
地
域
経
済
報
告
（
さ
く
ら
レ

ポ
ー
ト
）」
の
文
章
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ

モ
デ
ル
で
指
数
化
し
て
い
る
。

　

日
本
銀
行
の
各
支
店
等
か
ら
の
報

告
を
集
約
し
た
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト

は
、
毎
年
１
月
・
４
月
・
７
月
・
10

月
に
公
表
さ
れ
る
。
地
域
別
の
景
況

判
断
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
よ
く
取
り
扱

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
さ
く
ら
レ
ポ
ー

ト
は
景
気
の
現
状
は
把
握
し
や
す
い

も
の
の
、
定
性
的
な
情
報
で
あ
る
た

め
、
時
系
列
で
定
量
的
に
推
移
を
把

握
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
文
章

を
定
量
的
な
情
報
へ
と
変
換
で
き
れ

ば
、
景
況
感
の
推
移
を
把
握
し
や
す

い
。
た
と
え
ば
、「
景
気
は
拡
大
し

て
い
る
」
や
「
景
気
は
弱
含
ん
で
い

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
き
、
読
み

手
は
「
景
気
が
よ
い
表
現
」
が
ど
れ

か
を
識
別
で
き
る
が
、
こ
の
感
覚
を

数
値
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

Ａ
Ｉ
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。「
文
章

と
景
気
評
価
」
に
関
す
る
膨
大
な
デ

ー
タ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
関
係
性
を
Ａ

Ｉ
が
学
習
す
る
こ
と
で
、「
ど
の
よ

う
な
表
現
が
、
景
況
感
に
ど
の
程
度

プ
ラ
ス
か
」
を
数
値
化
で
き
る
。
実

際
に
、
こ
う
し
た
学
習
に
適
し
た
デ

ー
タ
と
し
て
、
内
閣
府
が
公
表
す
る

「
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
」
が
あ

る
。
同
調
査
で
は
、
景
気
の
５
段
階

評
価
と
そ
の
判
断
理
由
の
コ
メ
ン
ト

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
地
域
Ａ
Ｉ
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
、
約
７
万
行
の
文

章
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
ば
せ
る
こ
と

で
、
文
章
か
ら
景
況
感
指
数
を
算
出

す
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
。

　

指
数
の
具
体
的
な
作
成
手
順
は
以

下
の
と
お
り
だ
。
ま
ず
、
景
気
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
で
学
習
さ
せ
た
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
を
用
い
て
、
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト

の
個
別
文
章
を
指
数
化
す
る
。
次

に
、
文
章
の
内
容
か
ら
言
及
し
て
い

る
分
野
（
た
と
え
ば
、「
消
費
」「
設

備
投
資
」「
生
産
」
な
ど
）
を
識
別

し
、
分
野
別
に
指
数
の
集
計
値
を
出

す
。
最
後
に
、
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
の

景
況
判
断
と
マ
ッ
チ
す
る
「
分
野
別

の
重
み
」
を
推
定
し
た
う
え
で
、
分

野
別
指
数
の
重
み
付
け
集
計
か
ら
最

終
的
な
指
数
を
地
域
別
に
算
出
す
る
。

　

こ
う
し
て
算
出
さ
れ
た
指
数
を
用

い
れ
ば
、
総
合
的
な
景
況
感
の
時
系

列
な
推
移
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
最
終
的
な
指
数
の
変
化

に
対
す
る
分
野
別
の
寄
与
度
を
み
る

こ
と
で
、
ど
の
分
野
が
景
況
感
を
変

化
さ
せ
て
い
る
の
か
を
ヒ
ー
ト
マ
ッ

プ
で
示
す
こ
と
も
可
能
だ
。

地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

を
用
い
た
地
域
経
済
分
析

　

そ
れ
で
は
、
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
を
活
用
し
て
、
実
際
に
「
08
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」「
11
年
の

東
日
本
大
震
災
」「
13
年
以
降
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
14
年
の
消
費
増
税
」

の
際
の
各
地
域
の
状
況
を
み
て
い
こ

う
。

①
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
に
端
を
発
し
た
世
界
経
済
の
停
滞

は
、
輸
出
減
少
を
伴
っ
て
日
本
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
08
年
初

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
や
同

年
春
以
降
の
輸
出
減
少
が
景
気
を
下

押
し
て
い
る
な
か
で
、
08
年
９
月
の

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
に

よ
り
、
日
本
経
済
は
本
格
的
な
景
気

後
退
局
面
に
突
入
し
た
。
ち
な
み
に

政
府
は
、
08
年
３
月
か
ら
09
年
３
月

ま
で
を
景
気
後
退
期
と
し
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
後
に
特
徴

的
な
動
き
を
し
て
い
る
の
は
、
次
の

２
地
域
だ
。
一
つ
は
北
海
道
。
地
域

Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
み
る
と
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
05
年
か
ら
07

年
ご
ろ
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

地
域
が
景
気
拡
大
局
面
に
あ
っ
た

（
02
年
２
月
か
ら
続
い
た
こ
の
好
景

気
は
、「
い
ざ
な
み
景
気
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
）。
た
だ
し
、
こ
う
し

た
好
調
な
日
本
経
済
の
な
か
で
、
例

外
で
あ
っ
た
の
が
北
海
道
で
、
９
地

域
の
う
ち
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
北
海

道
の
み
が
景
気
後
退
局
面
に
あ
っ
た
。

県
民
経
済
計
算
に
お
い
て
も
、
05
年

度
か
ら
07
年
度
に
か
け
て
３
年
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
り
、
こ
れ
は

47
都
道
府
県
で
も
北
海
道
の
み
で
あ

っ
た
。

　

い
ざ
な
み
景
気
に
あ
た
る
02
年
度

か
ら
07
年
度
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
移

を
み
る
と
、
消
費
よ
り
も
外
需
の
プ

ラ
ス
寄
与
が
大
き
く
、
公
共
投
資
は

マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
し
て
い
た
。
公
共

事
業
の
削
減
に
加
え
て
、
輸
出
で
は

な
く
内
需
関
連
産
業
が
中
心
で
あ
る

経
済
構
造
が
、
北
海
道
経
済
の
停
滞

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
輸
出
主
導
で
な
い
半
面
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経

済
減
速
の
影
響
も
限
定
的
で
あ
っ
た
。

地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
へ
の
回
復

（
08
年
１
月
の
値
を
上
回
る
）
と
い

う
意
味
で
は
、
多
く
の
地
域
が
13
年

後
半
か
ら
14
年
前
半
に
集
中
し
て
い
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る
の
に
対
し
て
、
北
海
道
は
10
年
４

月
に
は
元
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
の
景
況
感
が
悪
か
っ
た
こ
と
は
割

り
引
く
必
要
が
あ
る
が
、
外
需
に
よ

る
影
響
度
は
他
の
地
域
よ
り
も
低
い

と
い
え
よ
う
。

　

二
つ
目
の
特
徴
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
る
落
ち
込
み
と
景
況
感

悪
化
の
底
打
ち
に
関
し
て
、
関
東
甲

信
越
が
他
の
地
域
よ
り
も
１
四
半
期

早
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
08
年
４
月

の
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
の
関
東
甲
信
越

の
判
断
で
は
、「
拡
大
基
調
」
か
ら

「
や
や
減
速
」
へ
と
大
幅
に
下
方
修

正
さ
れ
て
お
り
、
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
か

ら
本
格
的
な
低
下
が
始
ま
っ
た
。
東

北
と
北
陸
に
お
い
て
も
大
き
く
低
下

し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
本
格
的
に
低
下
し

始
め
た
の
は
08
年
７
月
以
降
で
あ
る
。

ま
た
、
悪
化
す
る
景
況
感
の
底
打
ち

は
、
関
東
甲
信
越
と
近
畿
が
09
年
１

月
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以

外
の
地
域
で
は
09
年
４
月
で
あ
っ
た
。

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
の
「
始
ま
り
と
終
わ
り
」
が

１
四
半
期
先
行
し
て
い
た
の
は
関
東

甲
信
越
の
み
と
い
え
る
。
関
東
甲
信

越
は
、
首
都
圏
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

他
地
域
よ
り
も
先
行
し
て
景
気
変
動

が
起
き
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

②
11
年
の
東
日
本
大
震
災

　

11
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
経

済
活
動
へ
の
影
響
は
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北

に
加
え
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

寸
断
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
電
力
供
給
問
題
を
通
し
て
、
多
く

の
地
域
に
及
ん
だ
。
直
接
的
な
被
害

を
受
け
た
東
北
は
11
年
４
月
に
大
き

く
落
ち
込
ん
だ
あ
と
、
12
年
７
月
ま

で
５
四
半
期
連
続
で
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
が
上
昇
し
た
。
被
災
地
に

お
け
る
経
済
活
動
の
正
常
化
や
復
興

関
連
需
要
に
よ
っ
て
、
景
況
感
は
徐

々
に
改
善
を
続
け
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
東
北
以
外
で
は
、
輸
送
機

械
工
業
を
中
心
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
影
響
を
受
け
た
北
陸
、
関
東
甲

信
越
、
東
海
、
中
国
、
九
州
・
沖
縄

で
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
落
ち

込
み
が
観
察
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、

そ
の
落
ち
込
み
幅
で
み
る
と
、
北
陸

や
九
州
・
沖
縄
の
マ
イ
ナ
ス
が
大
き

い
。
こ
れ
は
、
震
災
前
の
１
月
時
点

で
関
東
甲
信
越
や
東
海
の
生
産
が
輸

送
機
械
を
中
心
に
弱
含
ん
で
い
た
の

に
対
し
て
、
北
陸
や
九
州
・
沖
縄
は

増
産
基
調
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
景

況
感
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
供
給
制
約
に
関
し
て
は
、

10
月
に
は
東
北
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
解
消
し
つ
つ
あ
り
、
震
災
直

後
の
落
ち
込
み
か
ら
の
反
動
が
生
産

の
押
上
げ
要
因
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
近
畿
と
四
国
に
お
い
て
は

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
大
き
な
落
ち
込
み

は
観
察
さ
れ
ず
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

③
13
年
以
降
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
14

年
の
消
費
増
税

　

12
年
末
に
安
倍
政
権
が
誕
生
す
る

直
前
か
ら
、
為
替
相
場
は
円
安
方
向

へ
大
幅
に
推
移
し
、
同
時
に
株
高
の

流
れ
が
15
年
半
ば
ま
で
続
い
た
。
消

費
や
設
備
投
資
の
本
格
的
な
回
復
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら

は
家
計
や
企
業
の
マ
イ
ン
ド
を
改
善

さ
せ
、
消
費
と
設
備
投
資
に
対
し
て

一
定
程
度
の
押
上
げ
効
果
を
も
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
14
年
４
月
の

消
費
増
税
で
は
、
増
税
直
後
こ
そ
駆

け
込
み
需
要
に
対
す
る
反
動
減
が
あ

っ
た
も
の
の
、
景
気
回
復
に
伴
う
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
等
を
背
景
に

消
費
は
全
国
的
に
底
堅
い
推
移
を
保

っ
た
。
ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
三
本
の
矢
」
の
一
つ
に
機
動
的
な

財
政
政
策
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

減
少
傾
向
が
続
い
た
公
共
投
資
も
増

加
に
転
じ
た
。

　

こ
こ
ま
で
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
が
低
位
に
推
移
し
て
き
た
北
海
道

で
は
、
公
共
投
資
の
増
加
と
合
わ
せ

る
よ
う
に
、
消
費
、
設
備
投
資
、
生

産
、
雇
用
な
ど
の
多
く
の
分
野
が
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
を
押
し
上
げ
た
。
一

方
、
14
年
度
後
半
か
ら
公
共
投
資
が

徐
々
に
そ
の
水
準
を
落
と
し
て
い
く

と
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
緩
や
か
に
低

下
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
と

同
様
の
動
き
を
し
て
い
た
の
が
九
州

・
沖
縄
で
あ
る
。
13
年
度
に
大
き
く

景
況
感
が
改
善
し
た
あ
と
、
消
費
増

税
や
新
興
国
経
済
の
減
速
に
よ
っ
て

ブ
レ
を
伴
い
な
が
ら
、
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
。
以
上
を

ふ
ま
え
る
と
、
北
海
道
と
九
州
・
沖

縄
は
全
国
と
比
べ
て
公
共
投
資
へ
の

依
存
度
が
高
い
経
済
構
造
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
足
も
と
の
動
き
を
み

る
と
、
①
北
海
道
で
は
昨
夏
の
台
風

被
害
の
復
旧
工
事
か
ら
公
共
投
資
や

建
設
財
の
生
産
が
伸
び
て
い
る
こ
と
、

②
九
州
・
沖
縄
で
は
熊
本
地
震
か
ら

の
復
興
需
要
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ

と
、
が
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
上
昇
に
寄

与
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
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〔図表〕 大和地域ＡＩ（地域愛）インデックスの推移

（注）１．地域ＡＩインデックスは、50より大きいと景気拡大期、50より小さいと景気後退期。
　　２． シャドーは日本全体の景気後退期。さくらレポートは、おもに公表月の２カ月前の経済統計の結果をもとに作成され

るため、景気後退期と景気一致指数は２カ月遅行させている。
（出所） 　日本銀行資料、内閣府統計をもとに大和総研作成。
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こ
れ
に
対
し
て
、
北
陸
で
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
以
降
に
景
況
感
が
改
善
し
、

高
水
準
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。
北

陸
新
幹
線
金
沢
開
通
の
た
め
の
公
共

投
資
の
増
加
に
加
え
、
生
産
の
増
加

や
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
地
域

Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
押
し
上
げ
て

い
る
。
ま
た
、
北
陸
と
同
様
に
中
国

も
生
産
が
好
調
で
あ
り
、
燃
費
不
正

問
題
等
に
よ
り
16
年
７
月
の
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
が
一
時
的
に
落
ち
込
ん
だ
こ

と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
な
ら
し
て
み

れ
ば
高
水
準
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
を
背
景
と
し
て
、
両
地
域
で
は
人

手
不
足
が
景
気
拡
大
の
障
害
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
両
地
域
の
有
効
求

人
倍
率
の
上
昇
ペ
ー
ス
は
全
国
比
で

早
い
。
ま
た
、
女
性
の
労
働
参
加
率

も
高
い
県
が
多
い
こ
と
か
ら
新
た
な

労
働
力
を
確
保
す
る
余
地
も
限
定
的

で
あ
る
。
今
後
、
人
手
不
足
が
製
造

業
の
増
産
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
新
規
出

店
の
足
か
せ
と
な
り
う
る
リ
ス
ク
に

警
戒
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
東
海
に
お
け
る
地
域
Ａ
Ｉ

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
動
き
は
ブ
レ
が
大

き
く
、
全
国
と
の
違
い
が
目
立
つ
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
自
動
車
産
業
の

集
積
す
る
東
海
経
済
に
と
っ
て
、
国

内
外
の
景
気
動
向
よ
り
も
、
日
本
や

米
国
を
中
心
と
し
た
新
車
販
売
等
の

影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
自
動
車
産
業
は

裾
野
が
広
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

も
日
本
各
地
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
16
年
７
月
に
は
熊
本
地
震
に
よ

る
影
響
も
観
察
さ
れ
る
。
一
方
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
が
企
業
収

益
を
改
善
さ
せ
た
こ
と
で
、
輸
出
産

業
を
中
心
に
企
業
マ
イ
ン
ド
が
改
善

し
、
同
地
域
で
は
設
備
投
資
の
増
加

基
調
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

東
海
と
は
対
照
的
に
、
四
国
の
地

域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
ブ
レ
が
小

さ
い
。
北
海
道
と
同
様
に
外
需
に
よ

る
影
響
を
受
け
に
く
い
と
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
四
国
の
産
業
構
造
の
特

徴
と
し
て
、
小
規
模
企
業
で
働
く
従

業
者
の
割
合
が
高
く
、
大
企
業
で
働

く
従
業
者
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
日
本
全
体
の
企
業
利
益

は
３
四
半
期
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
て
い
る
も
の
の
、
規
模
別
に
み

る
と
大
企
業
の
寄
与
度
が
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
に
勤
め
る
従

業
者
の
多
い
四
国
で
は
、
企
業
利
益

拡
大
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。＊　

＊　

＊

　

以
上
、
地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

を
用
い
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
等
の
地
域
経
済
へ
の

波
及
を
分
析
し
て
き
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
地
方
へ
の
波
及
と
い
う
観
点

で
は
、
公
共
投
資
の
影
響
を
受
け
や

す
い
北
海
道
や
九
州
・
沖
縄
、
輸
出

拡
大
を
背
景
と
し
た
増
産
で
景
況
感

が
良
好
で
あ
る
半
面
、
人
手
不
足
が

深
刻
な
北
陸
や
中
国
と
い
っ
た
特
徴

が
あ
ら
た
め
て
浮
か
び
上
が
り
、
地

域
に
よ
っ
て
経
済
状
況
が
千
差
万
別

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
地
域
Ａ

Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
地
域
経
済
の

動
向
を
定
量
的
に
把
握
す
る
有
益
な

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
な
お
、

地
域
Ａ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
今
後

３
カ
月
お
き
に
当
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.dir.co.jp/research/

report/regionalindex/

）で
公
表
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
え
だ　

か
ず
ま

13
年
大
和
総
研
入
社
。
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
本
部
を
経
て
、
16
年
か

ら
調
査
本
部
に
て
日
本
経
済
分
析
を

担
当
。
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